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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
三
十
七
号

東
京
都
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
東
京

都
条
例
第
三
十
九
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
定

め
る
法
人
に
つ
い
て
変
更
し
た
の
で
、
東
京
都
文
書
管
理
規
則
（
平

成
十
一
年
東
京
都
規
則
第
二
百
三
十
七
号
）
第
六
十
四
条
の
二
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
を
解
除
し
た
法
人

公
益
財
団
法
人
城
北
労
働
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

二

指
定
解
除
日

令
和
三
年
四
月
一
日

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
三
十
八
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十

二
条
の
二
十
七
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
包
括
外
部
監
査
契
約
を
次

の
と
お
り
締
結
し
た
の
で
、
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
六
第
六

項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

契
約
の
相
手
方

㈠

住
所

東
京
都
三
鷹
市
上
連
雀
一
丁
目
二
十
五
番
二
十
一－

五
〇
五
号

㈡

氏
名

青
山

伸
一

二

契
約
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

監
査
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法

基
本
費
用
及
び
執
務
費
用
等
の
額
の
合
算
と
す
る
。

四

監
査
に
要
す
る
費
用
の
支
払
方
法

監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
の
提
出
後
に
一
括
払
と
し
、
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
一
部
前
金
払
と
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
三
十
九
号

東
京
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
条
例
（
平
成
十
六
年
東
京
都
条
例
第

百
四
十
七
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
資
等
法
人
を
定

め
た
の
で
、
東
京
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
条
例
施
行
規
則
（
令
和
二

年
東
京
都
規
則
第
百
四
十
六
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
し
た
法
人

公
益
財
団
法
人
東
京
都
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社

公
益
財
団
法
人
東
京
税
務
協
会

公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
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公
益
財
団
法
人
東
京
都
交
響
楽
団

一
般
財
団
法
人
東
京
都
つ
な
が
り
創
生
財
団

公
益
財
団
法
人
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
文
化
事
業
団

一
般
財
団
法
人
東
京
マ
ラ
ソ
ン
財
団

公
益
財
団
法
人
東
京
都
都
市
づ
く
り
公
社

東
京
都
住
宅
供
給
公
社

公
益
財
団
法
人
東
京
都
環
境
公
社

公
益
財
団
法
人
東
京
都
福
祉
保
健
財
団

公
益
財
団
法
人
東
京
都
医
学
総
合
研
究
所

社
会
福
祉
法
人
東
京
都
社
会
福
祉
事
業
団

公
益
財
団
法
人
東
京
都
保
健
医
療
公
社

公
益
財
団
法
人
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社

公
益
財
団
法
人
東
京
し
ご
と
財
団

公
益
財
団
法
人
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団

公
益
財
団
法
人
東
京
観
光
財
団

公
益
財
団
法
人
東
京
動
物
園
協
会

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会

公
益
財
団
法
人
東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社

一
般
財
団
法
人
東
京
学
校
支
援
機
構

公
益
財
団
法
人
東
京
防
災
救
急
協
会

株
式
会
社
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社

東
京
臨
海
高
速
鉄
道
株
式
会
社

株
式
会
社
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

株
式
会
社
東
京
臨
海
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

東
京
交
通
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

東
京
水
道
株
式
会
社

東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

二

指
定
日

令
和
三
年
四
月
一
日

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
号

東
京
都
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
一
年
東
京
都
条
例
第
五
号
）
第

三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
定
め
る
法
人
に
つ
い
て
変

更
し
た
の
で
、
知
事
が
行
う
情
報
公
開
事
務
に
関
す
る
規
則
（
平
成

十
一
年
東
京
都
規
則
第
二
百
三
十
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
を
解
除
し
た
法
人

公
益
財
団
法
人
城
北
労
働
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
一
号

東
京
都
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
年
東
京
都
条

例
第
百
十
三
号
）
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
定
め
る
法
人

に
つ
い
て
変
更
し
た
の
で
、
知
事
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等

に
関
す
る
規
則
（
平
成
三
年
東
京
都
規
則
第
二
十
二
号
）
第
十
五
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
を
解
除
し
た
法
人

公
益
財
団
法
人
城
北
労
働
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
市
計
画
緑
地
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

世
田
谷
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
緑
地
事
業
第
九
十
三
号
深

沢
六
丁
目
緑
地

三

事
業
施
行
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

世
田
谷
区
深
沢
六
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
市
計
画
緑
地
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

世
田
谷
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
緑
地
事
業
第
百
号
南
烏
山

二
丁
目
緑
地

三

事
業
施
行
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

世
田
谷
区
南
烏
山
二
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し
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◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

世
田
谷
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
世
田
谷
第
二
・

二
・
七
十
五
号
北
烏
山
え
の
き
公
園

三

事
業
施
行
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

世
田
谷
区
北
烏
山
九
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

江
戸
川
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
江
戸
川
第
二
・

二
・
六
十
二
号
大
杉
三
丁
目
公
園

三

事
業
施
行
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

江
戸
川
区
大
杉
三
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
八
王
子
都
市
計
画
公
園
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

八
王
子
市

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

八
王
子
都
市
計
画
公
園
事
業
第
四
・
四
・

四
号
八
王
子
中
央
公
園

三

事
業
施
行
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

八
王
子
市
子
安
町
三
丁
目
及
び
緑
町
各

地
内

使
用
の
部
分

八
王
子
市
子
安
町
三
丁
目
地
内

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
小
金
井
都
市
計
画
公
園
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

小
金
井
市

二

都
市
計
画
事
業
の

小
金
井
都
市
計
画
公
園
事
業
第
二
・
二
・

種
類
及
び
名
称

二
十
三
号
三
楽
公
園

三

事
業
施
行
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

小
金
井
市
貫
井
南
町
三
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
八
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
資
源
管
理
方
針
を
次
の
よ
う
に
定

め
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
九
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
小
型
魚
）
及
び
く
ろ
ま
ぐ

ろ
（
大
型
魚
）
に
関
す
る
令
和
三
管
理
年
度
（
令
和
三
年
四
月
一
日

か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
）
に
お
け
る

知
事
管
理
漁
獲
可
能
量
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

特
定
水
産
資
源

の
名
称

知
事
管
理
区
分

知
事
管
理
漁
獲
可
能
量

く
ろ
ま
ぐ
ろ

（
小
型
魚
）

東
京
都
く
ろ
ま
ぐ
ろ

（
小
型
魚
）
漁
船
等
漁

業

八
・
一
ト
ン

同
右

東
京
都
く
ろ
ま
ぐ
ろ

（
小
型
魚
）
定
置
漁
業

〇
・
五
ト
ン

く
ろ
ま
ぐ
ろ

（
大
型
魚
）

東
京
都
く
ろ
ま
ぐ
ろ

（
大
型
魚
）
漁
船
等
漁

業

一
二
・
五
ト
ン

同
右

東
京
都
く
ろ
ま
ぐ
ろ

（
大
型
魚
）
定
置
漁
業

〇
・
五
ト
ン

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
五
十
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百

十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
加
入
区
に
お
け

る
平
成
二
十
九
年
東
京
都
告
示
第
五
百
二
十
七
号
に
よ
る
保
険
に
付

す
べ
き
義
務
は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
消
滅
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

元
町
加
入
区

神
津
島
加
入
区

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
五
十
一
号

地
方
卸
売
市
場
の
業
務
の
全
部
が
廃
止
さ
れ
、
卸
売
市
場
法
（
昭

和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四

条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
十
三

条
第
一
項
の
認
定
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
の
で
、
法
第
十
四
条
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

地
方
卸
売
市
場
の
名
称

東
京
都
八
王
子
魚
市
場
地
方
卸

売
市
場

二

地
方
卸
売
市
場
の
位
置
及
び

取
扱
品
目

東
京
都
八
王
子
市
北
野
町
五
百

八
十
八
番
地
一

水
産
物

三

開
設
者
の
名
称
及
び
住
所

築
地
魚
市
場
株
式
会
社

東
京
都
江
東
区
豊
洲
六
丁
目
六

番
二
号

四

廃
止
年
月
日
及
び
認
定
の
失

効
日

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
五
十
二
号

東
京
都
港
湾
管
理
条
例
（
平
成
十
六
年
東
京
都
条
例
第
九
十
三

号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
知
事
が
指
定
す
る
岸

壁
及
び
桟
橋
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
知
事
が
指
定
す
る
船
舶
給

水
施
設
、
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
知
事
が
指
定
す
る
客
船
タ
ー
ミ

ナ
ル
施
設
の
部
分
及
び
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
知
事
が
指

定
す
る
修
繕
等
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

な
お
、
令
和
元
年
東
京
都
告
示
第
二
百
十
二
号
（
東
京
都
港
湾
管

理
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
知
事
が
指
定
す
る
施
設
及
び
修
繕
等
）
は
、

廃
止
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

知
事
が
指
定
す
る
岸
壁
及
び
桟
橋

品
川
ふ
頭
外
貿
岸
壁
、
品
川
ふ
頭
外
貿
桟
橋
、
青
海
ふ
頭
岸
壁
、

青
海
ふ
頭
桟
橋
、
中
央
防
波
堤
外
側
ふ
頭
桟
橋
（
Ｙ
１
）
、
有
明

小
型
船
発
着
所
浮
桟
橋
、
青
海
小
型
船
発
着
所
浮
桟
橋
、
東
京
国

際
ク
ル
ー
ズ
ふ
頭
桟
橋
及
び
竹
芝
小
型
船
発
着
所
浮
桟
橋

二

知
事
が
指
定
す
る
船
舶
給
水
施
設

島
し
ょ
港
湾
に
設
置
す
る
船
舶
給
水
施
設

三

知
事
が
指
定
す
る
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
の
部
分

晴
海
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
竹
芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
有
明
客
船

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
青
海
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
及
び
東
京
国
際
ク
ル
ー
ズ

タ
ー
ミ
ナ
ル
以
外
の
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設

四

知
事
が
指
定
す
る
修
繕
等

船
舶
の
性
能
検
査
に
伴
う
修
繕

告

示
（
教
）

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
告
示
第
二
十
号

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
十
五
条

の
規
定
に
よ
る
技
能
教
育
の
た
め
の
施
設
を
令
和
三
年
四
月
一
日
付

け
で
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
学
校
教
育
法
施
行
令
（
昭
和
二

十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
第
三
十
三
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日

東
京
都
教
育
委
員
会
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一

技
能
教
育
の
た
め
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

学
校
法
人
啓
倫
学
園

国
際
製
菓
専
門
学
校

東
京
都
立
川
市
曙
町
一
丁
目
三
十
二
番
一
号

二

連
携
措
置
に
係
る
科
目
及
び
連
携
措
置
に
係
る
科
目
に
対
応
す

る
高
等
学
校
の
科
目

連
携
措
置
に
係
る
科
目

連
携
措
置
に
係
る
科
目
に
対
応

す
る
高
等
学
校
の
科
目

公
衆
衛
生
学

�����
公
衆
衛
生

衛
生
法
規

栄
養
学

栄
養

食
品
学

食
品

食
品
衛
生
学

�����
食
品
衛
生

食
品
衛
生
実
習

製
菓
実
習

�����
食
文
化

食
文
化
概
論

調
理
理
論

�����
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

調
理
実
習

�����
調
理

総
合
調
理
実
習規

程
（
下
水
）

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
二
十
三
号

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
四
月
一
日

東
京
都
下
水
道
局
長

神

山

守

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
通
勤
手
当
に
関
す
る

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
程
（
昭
和

三
十
七
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第

二
号
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
命
権
者
を
異
に
し
て
異
動
し

た
職
員
に
お
け
る
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
各
任
命
権
者
が

定
め
る
通
勤
手
当
に
係
る
届
出
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
と
き
」
の
下
に
「
又
は
所
属
長
を
異
に
し
て

異
動
し
た
職
員
が
あ
つ
た
と
き
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

公

告

令
和
三
年
度
調
理
師
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

調
理
師
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
三
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
三
年
度
東
京
都
調
理
師
試
験
を
次
の

と
お
り
実
施
す
る
。

な
お
、
試
験
に
関
す
る
事
務
は
、
調
理
師
法
第
三
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
公
益
社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
に
行
わ

せ
る
。令

和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

試
験
実
施
の
期
日
及
び
時
間

令
和
三
年
十
月
三
十
日
（
土
曜
日
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

二

試
験
実
施
の
場
所

東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
（
目
黒
区
駒
場
三
丁
目
八
番
一

号
）

三

受
験
資
格

次
に
掲
げ
る
学
歴
及
び
職
歴
を
有
す
る
者

㈠

学
歴

次
の
ア
又
は
イ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

ア

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五

十
七
条
に
規
定
す
る
者

イ

旧
国
民
学
校
令
（
昭
和
十
六
年
勅
令
第
百
四
十
八
号
）
に

よ
る
国
民
学
校
の
高
等
科
を
修
了
し
た
者
、
旧
中
等
学
校
令

（
昭
和
十
八
年
勅
令
第
三
十
六
号
）
に
よ
る
中
等
学
校
の
二

年
の
課
程
を
終
わ
っ
た
者
又
は
調
理
師
法
施
行
規
則
（
昭
和

三
十
三
年
厚
生
省
令
第
四
十
六
号
）
附
則
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
者

㈡

職
歴

調
理
師
法
施
行
規
則
第
四
条
に
定
め
る
施
設
で
、
二
年
以
上

（
原
則
週
四
日
以
上
か
つ
一
日
六
時
間
以
上
）
調
理
業
務
に
従

事
し
た
者

四

受
験
申
込
手
続

㈠

一
般
郵
送
受
付

令
和
三
年
五
月
十
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
六
月
四
日
（
金

曜
日
）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
二
丁
目
八
番
五
号

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ビ
ル

五
階公

益
社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
調
理
師
試
験
担
当

宛
㈡

団
体
窓
口
受
付
（
五
名
以
上

要
電
話
連
絡
）

令
和
三
年
五
月
十
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
六
月
四
日
（
金
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曜
日
）
ま
で
の
平
日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

公
益
社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

五

合
格
発
表

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日
（
金
曜
日
）

六

試
験
手
数
料

六
千
四
百
円

七

受
験
申
請
用
紙
の
配
布
場
所

㈠

平
日
（
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）

公
益
社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
、
公
益
社
団
法
人

調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
正
会
員
団
体
、
東
京
都
福
祉
保
健
局

健
康
安
全
部
健
康
安
全
課
、
都
内
各
保
健
所
及
び
島
し
ょ
保
健

所
各
出
張
所
（
支
所
を
含
む
。
）
並
び
に
利
島
村
、
御
蔵
島
村

及
び
青
ケ
島
村
の
各
村
役
場
に
お
い
て
配
布
す
る
。

㈡

土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
（
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後

六
時
三
十
分
ま
で
）

東
京
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
都
庁
本
部
（
東
京
都
庁
第
一
本
庁

舎
一
階
北
側
）
に
お
い
て
配
布
す
る
。

八

問
合
せ
先

公
益
社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
調
理
師
試
験
担
当

電
話

〇
三
（
三
六
六
七
）
一
八
一
五
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